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継
続
は
力
な
り
。
ま
す
ま
す
不
透
明
化
し

混
迷
化
す
る
世
界
情
勢
の
中
、
日
本
が
直
面

す
る
諸
課
題
の
大
き
な
一
つ
と
し
て
「
身
近

な
気
候
変
動
と
い
う
地
球
規
模
の
環
境
主
題

と
い
う
観
点
か
ら
の
Ｃ
Ｏ
２
削
減
へ
の
取
組

み
」
で
あ
る
。

そ
の
意
味
で
、
Ｃ
Ｏ
２
の
吸
収
と
固
定
化

を
果
た
し
て
い
る
日
本
の
「
森
林
・
木
材
」

並
び
に
木
材
産
業
は
、
気
候
変
動
・
地
球
温

暖
化
防
止
に
資
す
る
再
生
可
能
資
源
と
し

て
、
ま
た
基
幹
産
業
と
し
て
の
民
政
官
共
有

の
位
置
付
け
が
大
切
で
あ
り
、必
要
で
あ
る
。

日
本
は
、２
０
５
０
年「
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー

ト
ラ
ル
」
の
目
標
に
向
け
、
持
続
的
な
森
林

資
源
供
給
と
木
材
の
伐
採
、
加
工
、
利
用
、

植
林
サ
イ
ク
ル
を
不
断
に
推
進
し
て
行
く
責

務
が
課
せ
ら
れ
て
い
る
こ
と
は
必
然
で
あ
る
。

こ
う
し
た
中
、
国
内
に
あ
っ
て
21
世
紀
課

題
に
持
続
的
且
つ
現
実
的
に
取
組
む
べ
き
大

き
な
テ
ー
マ
と
し
て
「
日
本
産
材
の
利
活
用

で
低
炭
素
社
会
の
実
現
」
化
が
あ
り
、
こ
れ

を
社
是
と
し
て
日
々
活
動
を
進
め
て
い
る

（
一
社
）
木
の
総
合
文
化
・
ウ
ッ
ド
レ
ガ
シ
ー

推
進
協
議
会
（
Ｌ
Ｗ
Ｃ
Ｐ
Ｃ
＝
原
口
博
光
会

長
、
東
京
都
板
橋
区
常
盤
台
４-

13-

３

日
新
興
産
ビ
ル
内
、
☎
０
３-

３
５
５
０-

６
３
１
１
、
36
企
業
・
団
体
・
個
人
で
構
成
）

は
、
昨
年
に
引
き
続
き
令
和
７
年
12
月
11
日

㈭
14
時
45
分
か
ら
東
京
都
港
区
永
田
町
に
あ

る
衆
議
院
第
１
議
員
会
館
１
階
多
目
的
ホ
ー

ル
で
、木
の
総
合
文
化
（
ウ
ッ
ド
レ
ガ
シ
ー
）

を
推
進
す
る
議
員
連
盟
（
坂
本
哲
志
会
長
・

自
由
民
主
党
衆
議
院
議
員
）所
属
の
各
議
員
、

各
諸
官
庁
の
担
当
官
が
一
堂
に
会
す
る
中
、

第
９
回
（
一
社
）
木
の
総
合
文
化
・
ウ
ッ
ド

レ
ガ
シ
ー
推
進
協
議
会
（
Ｌ
Ｗ
Ｃ
Ｐ
Ｃ
）
要

望
活
動
発
表
会
を
開
催
し
た
。

▲司会の（一社）
木の総合文化
・ウッドレガ
シー推進協議
会の平田耕一
広報委員長

定
刻
、
要
望
活
動
発
表
会
は
、
木
の
総
合

文
化
・
ウ
ッ
ド
レ
ガ
シ
ー
推
進
協
議
会
の
平

田
耕
一
広
報
委
員
長
の
司
会
で
進
め
ら
れ

た
。
ま
ず
、
当
日
は
国
会
開
催
中
の
為
、
開

会
の
辞
に
先
立
ち
議
員
連
盟
か
ら
衛
藤
征
士

郎
最
高
顧
問
（
前
会
長
）
と
同
じ
く
太
田
昭

宏
最
高
顧
問
（
前
会
長
代
行
）
の
挨
拶
で
始

ま
っ
た
。

冒
頭
、
衛
藤
最
高
顧
問
は
「
高
市
首
相
の

内
閣
は
決
断
と
前
進
、
日
本
は
経
済
成
長
を

目
指
す
べ
き
と
の
方
針
が
固
ま
っ
て
い
る
。

世
界
の
２
極
化
に
よ
り
日
本
の
安
全
保
障
の

構
築
は
重
要
課
題
で
、
と
り
わ
け
経
済
安
全

保
障
は
国
家
存
立
の
根
幹
で
喫
緊
且
つ
重
要

な
課
題
で
あ
る
。
国
内
の
経
済
活
動
に
お
い

て
は
経
済
活
動
の
大
半
を
占
め
る
中
小
企
業

へ
の
支
援
、
具
体
的
に
は
中
小
企
業
に
占
め

る
補
助
金
枠
を
４
分
の
３
、
特
別
枠
は
５
分

の
４
に
す
べ
き
だ
と
い
う
意
見
も
あ
り
、
今

回
の
発
表
会
内
容
も
し
っ
か
り
踏
ま
え
て
議

員
連
盟
の
皆
さ
ん
共
々
要
望
し
て
参
り
た
い

と
思
う
」
と
挨
拶
。

続
い
て
、
同
じ
く
議
員
連
盟
の
太
田
昭
宏

最
高
顧
問
（
前
会
長
代
行
）
が
「
今
日
は
９

回
目
と
な
る
要
望
活
動
発
表
会
で
、
こ
れ
ま

で
ウ
ッ
ド
レ
ガ
シ
ー
を
推
進
す
る
議
員
連
盟

は
ほ
ぼ
10
年
、
衛
藤
先
生
中
心
に
活
動
し
て

来
ら
れ
た
。
ま
た
今
回
、
役
所
か
ら
は
国
交

省
の
住
宅
局
長
宿
本
さ
ん
を
始
め
林
野
庁
他

関
連
省
庁
の
皆
さ
ん
に
来
て
頂
き
、
全
国
各

地
か
ら
家
具
の
他
木
材
産
業
に
係
っ
て
い
る

38

▲民政官合同会議・第９回 (一社 ) 木の総合文化・ウッドレガシー推進協議会要望活動発表会の様子

時の話題

第
９
回
（一社
）
木
の
総
合
文
化
・
ウ
ッ

ド
レ
ガ
シ
ー
推
進
協
議
会（
Ｌ
Ｗ
Ｃ
Ｐ
Ｃ
）

要
望
活
動
発
表
会
を
開
催

民
間
要
望
団
体
と
議
員
連
盟
、
諸
官
庁
に
よ
る
民
政
官
合
同
会
議

（
一
社
）
木
の
総
合
文
化
・
ウ
ッ
ド
レ
ガ
シ
ー
推
進
協
議
会

▲挨拶する木の総合
文化（ウッドレガ
シー）を推進する
議員連盟の太田昭
宏最高顧問

▲挨拶する木の総合
文化（ウッドレガ
シー）を推進する
議員連盟の衛藤征
士郎最高顧問
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企
業
の
方
々
に
参
加
を
頂
い
た
。
皆
さ
ん
に

は
、
総
合
的
に
木
材
を
利
用
し
た
環
境
に
優

し
い
モ
ノ
づ
く
り
で
長
年
の
努
力
を
感
謝
申

し
上
げ
た
い
。

理
念
と
し
て
木
は
一
番
大
事
な
こ
と
は
間

違
い
な
い
が
、
近
年
は
住
宅
造
り
も
学
校
校

舎
建
設
で
も
資
材
の
高
騰
で
予
算
の
高
騰
が

一
番
大
変
だ
と
。
加
え
て
人
手
不
足
も
皆
様

方
の
お
仕
事
で
は
大
変
で
あ
ろ
う
と
思
っ
て

い
る
。
今
日
は
坂
本
会
長
や
我
が
党
の
斉
藤

代
表
も
参
加
頂
い
て
い
る
の
で
、
よ
く
連
携

を
取
り
合
っ
て
じ
っ
く
り
腰
を
据
え
て
の
前

進
が
で
き
る
よ
う
に
と
思
っ
て
い
る
。
日
頃

か
ら
の
皆
さ
ん
の
ご
努
力
に
感
謝
申
し
上
げ

た
い
」
と
挨
拶
し
た
。

引
き
続
い
て
議
員
連
盟
現
会
長
の
坂
本
哲

志
自
由
民
主
党
衆
議
院
議
員
か
ら
は
「
衛
藤

先
生
の
後
を
受
け
、
熊
本
県
３
区
の
坂
本
哲

史
が
ウ
ッ
ド
レ
ガ
シ
ー
を
推
進
す
る
議
員
連

盟
の
会
長
を
仰
せ
つ
か
っ
て
い
る
。
こ
の
会

は
公
明
党
さ
ん
の
ご
尽
力
を
得
て
様
々
な
活

動
を
し
て
い
る
。
政
権
は
政
権
と
し
て
、
こ

の
ウ
ッ
ド
レ
ガ
シ
ー
は
自
公
連
携
で
し
っ
か

り
と
や
っ
て
参
る
の
で
ど
う
か
宜
し
く
お
願

い
を
申
し
上
げ
た
い
。

日
本
は
70
％
が
山
林
で
、
木
材
の
供
給
元

か
ら
製
造
、
製
品
か
ら
販
売
ま
で
一
体
的
に

つ
な
い
で
木
の
総
合
文
化
を
創
り
日
本
ら
し

さ
を
創
造
し
た
い
と
思
っ
て
い
る
。
先
般
も

林
野
庁
長
官
に
協
議
会
の
原
口
会
長
そ
し
て

衛
藤
最
高
顧
問
共
々
に
伺
い
要
望
を
し
た
。

こ
れ
か
ら
来

年
度
の
令
和

８
年
度
の
予

算
編
成
時
期

に
も
入
る
。

そ
の
予
算
の

獲
得
も
含
め

て
、
こ
れ
か

ら
本
当
の
意

味
で
の
木
の

総
合
文
化
立

国
を
創
り
上

げ
て
い
く
為

に
も
全
力
で

活
動
し
て
参

り
た
い
と

思
っ
て
い
る
。
ど
う
か
皆
様
方
の
ご
指
導
を

よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
た
い
」と
、ウ
ッ

ド
レ
ガ
シ
ー
を
推
進
す
る
議
員
連
盟
代
表
者

と
し
て
の
力
強
い
挨
拶
を
述
べ
た
。

続
い
て
自
公
連
携
と
い
う
事
で
、
ウ
ッ
ド

レ
ガ
シ
ー
を
推
進
す
る
議
員
連
盟
の
斉
藤
鉄

夫
会
長
代
行
（
公
明
党
衆
議
院
議
員
・
公
明

党
代
表
）
が
マ
イ
ク
を
渡
さ
れ
「
岸
田
政
権

で
３
年
間
国
土
交
通
大
臣
を
し
た
。
当
時
の

農
水
大
臣
の
坂
本
さ
ん
と
連
携
し
て
建
築
の

い
ろ
い
ろ
な
法
律
の
大
改
正
を
行
な
っ
た
。

中
高
層
建
築
を
木
材
で
造
れ
る
よ
う
法
律
改

正
を
し
、
そ
の
中
心
に
な
っ
て
頑
張
っ
て
い

た
の
が
坂
本
さ
ん
で
、
い
ろ
い
ろ
な
越
え
る

べ
き
壁
を
越
え
さ
せ
て
頂
い
た
。
今
、
東
京

駅
を
出
て
皇
居
の
方
に
向
か
う
と
右
側
に
昔

の
赤
レ
ン
ガ
ビ
ル
は
無
く
な
り
、
木
造
で
中

高
層
建
築
が
出
来
つ
つ
あ
る
。
木
造
ビ
ル
が

全
国
に
広
が
っ
て
い
く
よ
う
に
、
こ
れ
か
ら

も
我
々
が
頑
張
っ
て
行
き
た
い
と
思
う
」
と

支
援
の
挨
拶
を
述
べ
た
。

▲開会の辞を述
べる認定NPO
江戸城天守を
再建する会の
木川静雄専務
理事

さ
て
、
ウ
ッ
ド
レ
ガ
シ
ー
を
推
進
す
る
議

員
連
盟
の
最
高
顧
問
、
会
長
、
会
長
代
行
の

挨
拶
に
続
い
て
早
速
、
認
定
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
江

戸
城
天
守
を
再
建
す
る
会
の
木
川
静
雄
専
務

理
事
が
開
会
の
辞
で
「
私
た
ち
は
魅
力
あ
る

東
京
の
国
際
観
光
交
流
都
市
形
成
に
寄
与
す

る
こ
と
を
目
的
と
し
て
設
立
し
た
。
江
戸
城

関
係
の
天
守
建
築
の
理
念
は
、
令
和
の
新
し

い
国
づ
く
り
に
向
け
て
日
本
各
地
に
広
が
る

香
り
豊
か
な
純
国
産
の
木
材
を
使
い
木
造
の

江
戸
城
天
守
を
築
城
す
る
こ
と
で
、
江
戸
時

代
に
花
開
い
た
縄
文
以
来
の
日
本
伝
統
文
化

の
魅
力
を
最
先
端
ハ
イ
テ
ク
技
術
を
駆
使
し

て
世
界
に
発
信
し
、
奥
深
い
精
神
性
を
体
感

す
る
こ
と
を
目
指
す
拠
点
と
す
る
。
そ
れ
は

魅
力
と
活
力
に
溢
れ
た
観
光
立
国
日
本
の
新

し
い
道
標
と
な
る
。
こ
れ
に
よ
り
日
本
の
若

い
世
代
が
日
本
人
と
し
て
日
本
に
生
ま
れ
た

こ
と
に
誇
り
と
自
信
を
持
ち
、
日
本
人
と
し

て
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
を
確
立
し
新
し
い

日
本
の
未
来
に
繋
げ
て
行
く
こ
と
を
期
待
し

て
い
る
」
と
述
べ
て
要
望
活
動
発
表
会
へ
と

進
め
ら
れ
た
。

次
に
司
会
か
ら
木
の
総
合
文
化
（
ウ
ッ
ド

レ
ガ
シ
ー
）
を
推
進
す
る
議
員
連
盟
の
役
員

参
加
メ
ン
バ
ー
が
紹
介
さ
れ
る
中
、
議
員
連

盟
の
横
山
信
一
共
同
事
務
局
長
（
公
明
党
参

議
院
議
員
）
が
挨
拶
に
立
ち
「
地
球
温
暖
化

が
大
き
な
課
題
と
な
り
、
気
候
変
動
も
非
常

に
激
し
く
、
今
年
も
大
き
な
山
火
事
が
各
地

で
起
き
、
大
変
な
火
災
も
発
生
し
た
。
地
球

温
暖
化
対
策
計
画
は
２
０
４
０
年
ま
で
に
２

０
０
万
ト
ン
の
Ｃ
Ｏ
２
を
削
減
す
る
と
の
目

39

▲挨拶する木の総合
文化（ウッドレガ
シー）を推進する
議員連盟の坂本哲
志会長（自民党衆
議院議員）

▲挨拶する木の総
合文化（ウッドレ
ガシー）を推進す
る議員連盟の横山
信一共同事務局長
（公明党参議院議
員）

▲挨拶する木の総合
文化（ウッドレガ
シー）を推進する
議員連盟の斉藤鉄
夫会長代行（公明
党代表・衆議院議
員）
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標
を
掲
げ
て
い
る
。
吸
収
源
の
中
で
も
一
番

大
き
い
の
は
森
林
で
あ
る
が
、
如
何
に
木
材

を
使
っ
て
森
林
の
更
新
を
早
め
て
行
く
か
が

大
事
で
あ
る
。
今
日
の
皆
様
方
の
様
々
な
提

案
を
し
っ
か
り
と
聞
き
届
け
て
前
に
進
め
ら

れ
る
よ
う
取
り
組
ん
で
参
り
た
い
」
と
語
っ

た
。引

き
続
い
て
議
員
連
盟
の
中
川
宏
昌
共
同

事
務
局
次
長
（
公
明
党
衆
議
院
議
員
）
が
挨

拶
に
立
ち
「
先
般
も
原
口
会
長
か
ら
木
材
産

業
を
広
め
て
行
く
に
当
た
っ
て
は
中
小
企
業

が
肝
だ
と
指
導
を
頂
き
、
様
々
な
場
面
で

様
々
な
補
助
金
の
嵩
上
げ
の
必
要
性
が
あ
ろ

う
と
思
っ
て
い
る
。
中
小
企
業
主
導
の
木
材

産
業
そ
の
も
の
が
成
長
分
野
で
あ
る
と
思
っ

て
い
る
。
そ
の
中
で
も
、
伐
採
期
を
迎
え
た

木
材
を
ど
う
使
っ
て
行
く
か
が
日
本
の
中
に

お
い
て
今
一
番
の
課
題
で
あ
り
、
本
日
も
皆

様
か
ら
様
々
な
お
知
恵
を
承
り
た
い
と
思

う
。
今
日
も
ウ
ッ
ド
レ
ガ
シ
ー
推
進
協
議
会

の
皆
様
か
ら
様
々
な
情
報
を
吸
収
さ
せ
て
頂

き
、
こ
の
ウ
ッ
ド
レ
ガ
シ
ー
の
理
念
で
あ
る

環
境
、
経
済
、
そ
し
て
文
化
を
結
ぶ
こ
と
が

出
来
る
よ
う
私
も
微
力
な
が
ら
働
い
て
参
る

決
意
で
あ
る
」
と
語
っ
た
。

こ
こ
で
進
行
上
マ
イ
ク
が
諸
官
庁
サ
イ
ド

に
渡
り
、
諸
官
庁
代
表
し
て
国
土
交
通
省
の

宿
本
尚
吾
住
宅
局
長
が
「
ウ
ッ
ド
レ
ガ
シ
ー

推
進
協
議
会
の
第
9
回
の
要
望
活
動
発
表
会

に
お
招
き
頂
き
感
謝
し
た
い
。
我
が
国
の
森

林
が
本
格
的
な
利
用
期
を
迎
え
る
中
で
貴
協

議
会
で
は
木
造
建
築
や
家
具
、
建
具
な
ど
に

木
材
利
用
を
広
げ
て
我
が
国
で
培
わ
れ
て
き

た
木
の
文
化
を
守
り
育
て
て
行
く
取
り
組
み

を
進
め
て
頂
い
て
い
る
。
こ
れ
は
２
０
５
０

年
の
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
の
実
現
に
大

き
く
貢
献
し
、
今
後
益
々
重
要
な
も
の
で
あ

る
。
住
宅
建
築
分
野
に
於
い
て
も
脱
炭
素
化

の
取
り
組
み
を
さ
ら
に
進
め
て
い
く
必
要
が

あ
る
。

国
土
交
通
省
で
は
令
和
7
年
度
補
正
予
算

に
エ
コ
住
宅
２
０
２
６
事
業
を
盛
り
込
ん

で
、
住
宅
ロ
ー
ン
減
税
な
ど
も
含
め
引
き
続

き
省
エ
ネ
性
能
の
高
い
住
宅
の
取
得
支
援
に

取
組
む
考
え
で
あ
る
。
ま
た
令
和
3
年
に
改

正
さ
れ
た
都
市
の
木
造
化
推
進
法
に
基
づ
き

公
共
建
築
、
民
間
建
築
に
お
け
る
木
材
利
用

の
促
進
や
中
大
規
模
木
造
建
築
物
の
普
及
に

役
に
立
つ
有
用
な
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
へ
の
支
援

等
に
取
り
組
ん
で
い
る
。
さ
ら
に
今
後
は
建

物
の
省
エ
ネ
だ
け
で
は
な
く
、
建
設
か
ら
解

体
に
至
る
ま
で
の
建
築
物
の
ラ
イ
フ
サ
イ
ク

ル
全
体
を
通
じ
て
排
出
さ
れ
る
Ｃ
Ｏ
２
の
削

減
が
重
要
に
な
り
、
２
０
２
８
年
度
を
目
途

に
建
築
物
ラ
イ
フ
サ
イ
ク
ル
カ
ー
ボ
ン
の
評

価
実
証
制
度
の
開
始
を
目
指
し
て
現
在
取
り

組
ん
で
い
る
。
当
然
、
木
材
利
用
の
脱
炭
素

と
い
う
も
の
が
評
価
を
さ
れ
る
。
木
材
利
用

の
促
進
や
脱
炭
素
社
会
の
実
現
を
推
進
協
会

の
皆
様
と
連
携
を
し
て
持
続
可
能
な
社
会
の

実
現
に
向
け
て
取
組
み
た
い
と
考
え
て
い

る
」
と
挨
拶
。

さ
ら
に
議
員
連
盟
か
ら
矢
倉
克
夫
前
公
明

党
参
議
院
議
員
が
「
９
年
前
、
農
林
水
産
大

臣
政
務
官
と
し
て
務
め
た
の
で
、
例
え
ば
学

校
の
木
質
化
が
子
ど
も
達
を
含
め
た
人
の
心

に
与
え
る
影
響
で
木
材
利
用
促
進
が
重
要
だ

と
実
感
し
た
。
私
自
身
、
早
期
に
国
政
復
旧

を
果
た
し
よ
り
一
層
皆
様
方
の
お
役
に
立
て

る
よ
う
頑
張
っ
て
参
り
た
い
と
思
っ
て
い

る
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
た
い
」
と
挨
拶
。

続
い
て
、
国
会
の
途
中
駆
け
付
け
た
議
員

連
盟
の
中
谷
元
会
長
代
行
（
自
由
民
主
党

衆
議
院
議
員
）
が
挨
拶
に
立
ち
「
最
近
は
東

京
・
都
心
の
ビ
ル
も
木
造
化
で
木
材
を
利
用

し
て
い
る
。
ま
た
地
方
で
も
新
築
の
住
宅
な

ど
も
モ
ダ
ン
で
木
の
良
さ
を
取
入
れ
た
も
の

が
広
が
っ
て
お
り
、
皆
様
方
の
運
動
が
特
に

公
務
店
と
か
建
築
会
社
設
計
会
社
に
着
実
に

浸
透
し
て
意
識
も
広
ま
っ
て
い
る
。
そ
の
証

拠
に
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
時
も
国
立
競
技

場
の
方
も
木
で
造
ろ
う
と
い
う
発
想
を
大
事

に
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
残
念
な
が
ら
木
の

価
格
が
ま
だ
ま
だ
低
く
山
元
ま
で
経
済
効
果

が
来
て
い
な
い
。
し
か
し
木
の
需
要
が
増
え

る
と
途
端
に
山
元
に
も
波
及
す
る
の
で
は
な

い
か
。
要
は
木
を
使
用
し
需
要
を
増
や
す
こ

と
で
あ
る
の
で
、
皆
様
方
の
リ
ー
ド
に
よ
り

役
所
の
方
も
木
材
普
及
に
つ
い
て
一
緒
に

な
っ
て
頑
張
っ
て
も
ら
い
た
い
と
思
う
」
と

述
べ
た
。

次
に
議
員
連
盟
の
武
部
新
事
務
局
長（
自

由
民
主
党
衆
議
院
議
員
）
の
秘
書
が
紹
介
さ

れ
た
後
、
民
間
代
表
と
し
て
（
一
社
）
木
の

総
合
文
化
・
ウ
ッ
ド
レ
ガ
シ
ー
推
進
協
議
会

の
原
口
博
光
代
表
理
事
・
会
長
の
挨
拶
と

な
っ
た
。

原
口
会
長
は
師
走
の
忙
し
い
中
、
国
会
議

員
、
諸
官
庁
、
木
材
産
業
か
ら
の
参
加
に
よ

り
無
事
第
9
回
民
政
官
合
同
会
議
が
開
か
れ

た
こ
と
を
感
謝
し
た
上
で
「
現
場
の
声
を
届

40

▲諸官庁を代表して挨拶する国土交通省の宿本尚吾住宅局長

▲挨拶する（一社）
木の総合文化・
ウッドレガシー推
進協議会の原口博
光代表理事会長

▲挨拶する木の総合
文化（ウッドレガ
シー）を推進する
議員連盟の中川宏
昌共同事務局長次
長（公明党衆議院
議員）

▲挨拶する木の総合
文化（ウッドレガ
シー）を推進する
議員連盟の中谷 元
会長代行（自民党
衆議院議員）

▲挨拶する木の総合
文化（ウッドレガ
シー）を推進する
議員連盟の矢倉克
夫前公明党参議院
議員
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け
る
べ
く
手
段
と
し
て
要
望
書
を
提
出
し
て

い
る
。
Ｃ
Ｏ
２
を
一
番
吸
収
し
て
固
定
化
す

る
の
が
木
材
の
大
事
な
役
目
で
、
我
々
の
運

動
は
当
初
か
ら
日
本
産
材
を
利
活
用
し
て
地

球
温
暖
化
や
気
候
変
動
防
止
に
木
材
産
業
の

役
目
と
し
て
取
組
む
べ
き
だ
と
思
っ
て
い

る
。
議
員
連
盟
の
皆
さ
ん
は
我
々
以
上
に
理

解
さ
れ
て
お
ら
れ
、
当
初
か
ら
森
林
・
木
材

の
環
境
に
果
た
す
役
割
を
考
え
て
い
る
方
々

だ
。も

う
一
つ
。
我
々
の
防
災
不
燃
木
材
連
絡

協
議
会
と
し
て
日
本
大
学
生
産
工
学
部
の
永

井
教
授
が
委
員
長
に
な
っ
て
取
組
ん
で
い
る

不
燃
木
材
の
Ｊ
Ｉ
Ｓ
「
Ａ-

９
０
１
１
」
へ

の
調
査
予
算
が
国
土
交
通
省
の
宿
本
住
宅
局

長
に
も
応
援
し
て
頂
い
て
要
求
金
額
が
万
額

認
め
ら
れ
た
こ
と
を
報
告
し
た
い
。

ま
た
、
第
１
回
目
政
策
実
現
委
員
会
の
課

題
が
木
製
サ
ッ
シ
専
門
に
取
組
む
日
本
の
窓

様
、
東
京
組
様
が
提
案
さ
れ
た
木
製
サ
ッ
シ

で
、
政
策
実
績
委
員
会
に
林
野
庁
長
官
並
び

に
防
衛
省
局
長
に
出
席
し
て
頂
い
た
。
日
本

の
窓
が
作
る
木
製
サ
ッ
シ
の
性
能
デ
ー
タ
が

素
晴
ら
し
く
防
衛
省
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
ア

ル
ミ
や
樹
脂
に
加
え
木
製
サ
ッ
シ
も
使
用
可

能
と
さ
れ
た
。
結
果
と
し
て
は
業
界
の
次
に

日
本
国
民
に
そ
の
恩
恵
が
波
及
す
る
こ
と
に

な
ろ
う
。

さ
ら
に
4
年
ほ
ど
前
に
、
林
野
庁
の
試
算

に
よ
れ
ば
木
製
サ
ッ
シ
が
汎
用
さ
れ
れ
ば
日

本
産
材
は
と
て
も
大
き
な
量
が
使
わ
れ
る
こ

と
に
な
る
と
い
う
デ
ー
タ
を
作
っ
て
頂
い
た

事
も
あ
る
。
民
政
官
合
同
会
議
は
、
本
当
に

小
さ
な
現
場
の
運
動
を
政
治
家
の
先
生
方
に

取
り
上
げ
ら
れ
国
家
と
し
て
ど
う
取
組
む
か

と
い
う
こ
と
に
繋
が
り
、
利
他
か
ら
社
会
貢

献
へ
と
拡
が
っ
て
行
き
我
々
国
民
全
て
の
存

在
意
義
、
国
民
か
ら
の
税
金
の
存
在
価
値
、

国
家
国
民
の
存
在
の
貢
献
に
な
る
。
今
回
も

政
治
家
、
公
務
員
の
方
々
に
木
材
産
業
と
し

て
現
場
の
声
を
一
つ
一
つ
届
け
る
の
で
真
摯

に
向
き
合
っ
て
頂
き
た
い
と
思
っ
て
い
る
」

と
ウ
ッ
ド
レ
ガ
シ
ー
推
進
協
議
会
の
立
場
、

役
割
に
言
及
し
た
。

民
政
官
代
表
者
其
々
の
挨
拶
を
終
え
、
こ

こ
か
ら
参
加
し
て
い
る
ウ
ッ
ド
レ
ガ
シ
ー
推

進
協
議
会
の
役
員
紹
介
と
メ
ン
バ
ー
17
か
ら

の
要
望
発
表
へ
と
移
っ
た
。誌
面
の
関
係
上
、

具
体
的
な
要
望
内
容
に
つ
い
て
は
次
号
で
掲

載
す
る
が
、
発
表
者
の
み
次
に
記
す
。

■
発
表
者
順
と
内
容

①
カ
リ
モ
ク
家
具
㈱
取
締
役
副
社
長
加

藤
信
「
国
産
広
葉
樹
活
用
お
よ
び
木
材
供

給
体
制
強
化
に
関
す
る
要
望
」、
②
㈱
ト
ム

代
表
取
締
役
柳
田
信
之
「
日
本
元
気
体
創

プ
ラ
ン
の
支
援-

能
登
被
災
復
興
木
の
街
づ

く
り
」、
③
㈱
東
京
組
・
㈱
日
本
の
窓
営
業
・

中
村
、
絹
川
「
国
産
材
木
製
サ
ッ
シ
の
優
先

的
な
支
援
策
検
討
」、
④
認
定
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人

江
戸
城
天
守
を
再
建
す
る
会
専
務
理
事
木

川
静
雄
「
皇
居
東
御
苑
に
日
本
産
材
を
使
っ

た
木
造
江
戸
天
守
の
再
建
」、
⑤
㈱
エ
コ
コ

ス
モ
代
表
取
締
役
賀
籠
六
實
「
木
材
の
歩

留
ま
り
向
上
で
儲
か
る
木
材
産
業-

割
れ
防

止
塗
料
、
早
世
桐
の
活
用
」、
⑥
木
材
産
業

要
望
活
動
団
体
代
表
幹
事
原
口
博
光
「
日

本
再
起
補
助
金
の
新
設
」、
⑦
中
国
木
材
㈱

「
外
国
人
実
習
生
に
関
す
る
要
望
」
、⑧
（
一

社
）
マ
リ
ン
ハ
ビ
タ
ッ
ト
壱
岐
代
表
理
事

田
山
久
倫
「
リ
ー
フ
ボ
ー
ル
技
術
を
活
用
し

た
海
洋
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
構
築
の
要
望
」、

⑨
海
の
森
づ
く
り
推
進
協
会
副
会
長
門
脇

秀
策
「
海
の
森
づ
く
り
推
進
協
会
か
ら
の
要

望
」、
⑩
（
特
非
）
日
本
技
術
振
興
会
副
理

事
長
荒
井
一
美
「
フ
ラ
ッ
ト
35
の
免
責
規

定
見
直
し
と
国
産
材
活
用
補
助
金
に
つ
い

て
」、
⑪
澤
田
雅
之
技
術
士
事
務
所
所
長
澤

田
雅
之
「
公
共
建
築
物
の
木
造
化
の
促
進
に

は
デ
ザ
イ
ン
ビ
ル
ド
方
式
が
最
適
」、
⑫
地

域
交
流
セ
ン
タ
ー
代
表
理
事
橋
本
正
法「
国

土
保
全
と
持
続
可
能
性
の
た
め
の
総
合
的
森

林
政
策
に
向
け
て
」、
⑬
日
本
合
板
商
業
組

合
「
日
合
商
の
要
望
」、
⑭
人
吉
神
城
文
化

の
森
・
藤
田
㈱
「
木
に
係
る
企
業
・
個
人
へ

の
継
続
的
支
援
が
必
要
」、
⑮
過
年
度
Ｌ
Ｗ

Ｃ
Ｐ
Ｃ
民
政
官
合
同
会
議
・
要
望
活
動
発
表

会
か
ら
の
案
件
折
衝
・
予
算
枠
獲
得
と
委
託

先
と
し
て
の
受
諾
裁
可
に
つ
い
て（
ご
報
告
）

⑯
都
市
防
災
不
燃
化
部
会
不
燃
木
材
外
装
委

員
会

⑰
当
該
協
議
会
執
行
役
員
会
議

以
上

要
望
発
表
後
、
第
９
回
民
政
官
合
同
会
議

は
、
時
間
の
都
合
上
、
ウ
ッ
ド
レ
ガ
シ
ー
を

推
進
す
る
議
員
連
盟
の
横
山
共
同
事
務
局
長

が
締
め
く
く
り
の
挨
拶
を
行
な
い
、
最
後
に

ウ
ッ
ド
レ
ガ
シ
ー
推
進
協
議
会
の
門
脇
副
会

長
が
閉
会
の
辞
を
述
べ
無
事
終
了
し
た
。
閉

会
後
は
報
道
記
者
向
け
に
記
者
会
見
の
場
が

設
け
ら
れ
、
原
口
会
長
、
平
田
広
報
委
員
長
、

荒
井
監
事
が
対
応
し
た
。（
２
月
号
で
関
連

記
事
）

41

▲閉会の辞を述べる
（一社）木の総合
文化・ウッドレガ
シー推進協議会の
門脇秀策副会長

▲カリモク家具
㈱の加藤 信 
副社長

▲㈱トムの柳田
信之社長

▲㈱日本の窓の
中村伴喜営業

▲㈱エココスモ
の賀籠六 實社
長

▲（一社）マリ
ンハビタット
壱岐の田山久
倫代表理事

▲澤田雅之技術
士事務所の澤
田雅之所長

▲

NPO地
域交流セ
ンターの
橋本正法
代表理事

▲不燃木材の調査研究を進める日
本大学の学生（永井香織研究室）

▲

記者会見に臨む右か
ら ( 一社 ) 木の総合
文化・ウッドレガ
シー推進協議会の
原口博光代表理事会
長、同・平田耕一広
報委員長、同・荒井
一美監事
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